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Q11b すざく衛星によるHESS J1507−622のX線観測
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H.E.S.S.望遠鏡などの観測により、TeVガンマ線では明るいが、他波長に明確な対応天体のない TeVガンマ
線未同定天体が数多く発見されてきた。広がったガンマ線放射を持ち、既知の対応天体のないHESS J1507−622
(以下HESS J1507) は、そのような未同定天体の一つであるが、次のような興味深い性質を持つ。(1)ほとんどの
未同定天体は銀河面にあるが、HESS J1507は銀緯 3.5◦に位置し、銀河面から離れている。(2)未同定天体の中で
も、HESS J1507のガンマ線フラックスは∼ 8 %Crabであり、かなり強度が大きい。我々はX線対応天体を探す
ため，すざく衛星を用いて、HESS J1507の領域を 2箇所観測した。その結果、HESS J1507のガンマ線ピーク
に一致するようなX線天体は見つからなかった。その代わり、1RX J150841.2−621006に一致する明るいX線天
体が見つかった。この天体は、Chandra衛星でも検出されている。しかし、HESS J1507より∼15分角離れてお
り、おそらく HESS J1507の対応天体ではないだろう。一方、HESS J1507から 5分角離れたところに、暗く広
がった天体が、すざく衛星の 2–10 keVバンドで検出された。この天体も Chandra衛星により検出されている。
この天体のX線フラックスは F (2− 10keV ) = 8× 10−14 erg s−1 cm−2であった。もしこの天体がHESS J1507
の対応天体だとすると、X線と TeVガンマ線の強度比は FTeV/FX ∼ 80となる。


